
Abstract In order to investigate the educational effects in nursing school or faculty of nursing, we sur-

veyed the present states in graduates of Shiga University of Medical Science by questionnaire

methods and 136 graduates responded to this inquiry. Acquired results from this investigation

were following; 1) Worked graduates in the field nursing or associated occupations were 86.8% of

total (58.5% as nurse, 30.5% as community health nurse and 7.6% as midwives) and enrolled gradu-

ates to post graduate school were 14.1% of them. 2) More than eighty percents of them reported

mental conflicts concerning their workplace. However, they generally satisfied with the
Human

relationship in the workplace�and
Being able to have colleagues�. Besides, for graduates, having

job was source for growing themselves and economical independency. 3) Approximately six per-

cents of graduates were in the process of post graduate school and some of them achieved their

purpose. Sixty percents consider a necessary of enrollment to post graduate school.

抄 録 増加している看護系大学の教育活動を再考していくための基礎資料とすることを目的に、滋賀医科

大学医学部看護学科卒業生を対象に、就業・進学状況とその意識に関する郵送法による質問紙調査を

実施した。その結果、１３６名から回答が得られ、以下のことが明らかになった。１）就業・進学状況：

就業率は８６．８％（内訳：看護師５８．５％、保健師３０．５％、助産師７．６％）、卒業直後の進学率は１４．１％で

あった。２）就業に対する意識：８割の卒業生が職場へのストレスを感じているものの、職場に対する

満足度は、「人間関係」「仲間ができる」の項目において満足度が高かった。また、仕事をもつことを、

「自分が成長する」「経済的に自立する」として捉えていた。３）大学院進学に対する意識：大学院在

学中・修了者は約６％で、６割の卒業生が大学院進学の必要性を感じていた。
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はじめに

国民の医療・ケアに対する関心とそれに伴う社会

の要請を受け、１９９２（平成４）年頃の看護系大学の

急激な増加と時を同じくして、滋賀医科大学におい

ても１９９４（平成６）年に看護学科、１９９８（平成１０）

年には医学系研究科看護学専攻修士課程が設置され

た。本学は４年制教育のなかで看護師・保健師を育

成する大学であり、本学においても５期生の卒業生

を送りだすに至った。

臨床や社会の場においても大卒看護職の存在が認

知されようとしているが、日本看護協会調査研究報

告（１９９３）によれば看護系大学卒業者の初めての職

場での平均勤続年数は２．７年であり長いとはいえない。

歴史ある看護系大学卒業生の動向調査（吉田，岩井，

太田，押尾，＆ 堀内，１９８４，１９８６；山崎，藤田，＆ 宮

内，１９９３；菱沼，小山，菊田，＆ 近藤，１９９４；大西，

北村，久納，三尾，西尾，天野，他，１９９９）は実施さ

れているが、新設看護系大学卒業生の動向調査は始

まったばかりであるといえよう。卒業生の社会的活

動は大学の特徴を示すものの一つであり、ある意味

では教育の成果を示す指標でもある（山崎，他，１９９３）。

１９９０年代に入って著しく増加した日本の看護系大

学において、比較的その初期に開設された本看護学

科の卒業生の動向を検討することは、本学の教育を

評価し今後の教授内容、方法を再構築していく上で

きわめて重要である。加えて、卒業生の就業・進学

状況とその意識の把握は、看護専門職に対する社会

のニーズが多様に変化する今日において、近年新設

されたあるいはその途上にある他大学の４年制看護

大学の教育活動に何らかの資料を提供し得るもので

あると考えた。

目 的

滋賀医科大学医学部看護学科（以後、本学とする）

卒業生の就業・進学状況とその意識を中心とした動

向を明らかにする。

調査方法

調査対象

本学卒業生１期生（平成１０年３月卒業）から５期

生（平成１４年３月卒業）の３３５名。

調査方法

全対象に無記名回答を採用した郵送法による質問

紙調査を実施した。

調査内容

これまでの他大学で実施されてきた卒業生実態調

査（菱沼，他，１９９４；市江，園井，羽場，小林，佐藤，

内海，他，２００１‐ａ，ｂ；吉田，他，１９８４，１９８６；山崎，

安達，＆ 鈴木，１９９５）をふまえ、本学の卒業生の実態

が明らかになるように検討を重ねながら調査項目を

決定した。

１．対象の背景

年齢、婚姻状況、居住地、免許取得状況について、

選択肢および実数の記入による回答を求めた。

２．就業・進学状況

卒業直後の就業・進学状況、現在の就業・進学状

況、５年間の推移について、選択肢による回答を求

めた。

３．就業に対する意識

現在の職場に対する意識（１０項目）、仕事をもつこ

との意味（１０項目）、今後の仕事の継続に対する意識

について、「そう思う」４点～「そう思わない」１点

のように４段階のリッカートスケールで回答を求め、

それらを評定値１～４点に得点化した。

４．大学院進学に対する意識

大学院進学に対する考え（４項目）は選択肢によ

る回答を求め、大学院選択時に重視する点について

は自由記載で回答を求めた。

分析方法

それぞれの項目において単純集計を行なった。そ

の後、職業に対する意識について卒業年度および職

種による差異を明らかにする目的で、 χ 二乗検定、

滋賀医科大学看護学ジャーナル，１（１），６７‐７８
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表１．卒業年度別回収率 （n＝１３６）

卒業年度 期生（人数）
回答人数

（学年の学生数に対する割合）

１９９７ １（６５） ３０（４６．１）

１９９８ ２（７２） ２１（２９．１）

１９９９ ３（６４） ２１（３２．８）

２０００ ４（６４） ２２（３４．３）

２００１ ５（７０） ４２（６０．０）

合 計 ３３５ １３６（４０．６）

一元配置分散分析を行なった。分析には、統計解析

パッケージSPSS Ver.１０を使用した。

調査期間

２００２年５月８日～３０日

倫理的配慮

調査票は返信用封筒と研究の主旨を記載した依頼

文を添え送付した。依頼文には、研究への参加は自

由であり強制されるものではないこと、データは全

体として集計分析するため、個人が特定されないこ

とを明記し、プライバシーの保護に努めた。

結 果

対象の背景

回答者数は１３６名（回収率４０．６％）で、卒業年度別

回答率は表１の通りである。

対象者の年齢は、２２歳から３２歳まで分布し平均年

齢は２４．５歳（ＳＤ±１．９５）であった。婚姻などの状

況は、未婚者１１７名（回答者の８７．３％）既婚者１７名

（１２．７％）、子どもがいる者は８名であった。また、

現在の居住地は、�滋賀４１名（３０．６％）、�滋賀を除

く近畿５５名（４１．０％）、�その他３８名（２８．４％）で全

体の７割が近畿圏内であった。

対象者の免許取得状況は、看護師１３２名（９８．５％）、

保健師１２９名（９６．３％）、助産師１０名（７．５％）、その

他１３名（９．７％）（養護教諭６名、衛生管理者３名、

受胎調節指導員２名、産業看護師、ヘルスケアリー

ダー、呼吸療法設定資格、音楽教諭など）であった。

就業・進学状況

１．卒業直後の就業・進学状況

回答の得られた１３６名から不明者１名を除く１３５名

の卒業直後の進路は、就業した者１１４名（回答者の

８４．４％）、進学した者１９名（１４．１％）、就業・進学と

もにしていない者２名（１．５％）であった。就業した

者の職種は、看護師７７名（卒業直後に就業した者の

６７．５％）、保健師３４名（２９．８％）、養護教諭２名（１．８％）、

助産師１名（０．９％）であった。卒業年度別の就業・

進学状況は表２の通りである。

１）卒業直後の就業・進学先と選択理由

卒業直後に就業した者１１４名の卒業直後の就業先

は、看護師の場合は３００床以上の病院（７４名）、保健

師の場合は保健センター（２１名）が最も多かった（図

１）。就業場所の選択理由は図２の通りである。

卒業直後に進学した者１９名の進学先は、助産師課

程１１名（卒業直後に進学した者の５７．９％）、大学院７

名（３６．８％）、その他１名（５．３％）で、助産師課程

および大学院が大部分を占めていた。その理由とし

て、助産師課程の選択者は、奨学金を受けていた１

名を除いて全員が助産師希望であり、大学院の選択

者は、研究に興味があった（２名）、専門性を高めた

い（１名）、専門看護師や教員になりたい（１名）、

したいことをみつけるため（１名）などであった。

２．現在の就業・進学状況

調査時点での就業状況は、就業している者１１８名

（回答者の８６．８％）、就業していない者１８名（１３．２％）

であった。就業していない者のうち進学している者

が１３名であった。卒業年度別の就業率は表３の通り

である。調査時点で最も就業率が高いのが３期生

（９５．２％）、一方、就業率が低いのは５期生（７８．６％）、

１期生（８６．７％）であった。

１）現在の就業・進学先

調査時点で就業している者１１８名の職種は、看護師

６９名（調査時点での就業者の５８．５％）、保健師３６名

（３０．５％）、助産師９名（７．６％）、養護教諭３名（２．５％）、

教育関係１名（０．８％）であった。卒業年度別の就業・

進学状況は表２の通りである。卒業直後の就業分野

と比べると、看護師が９．０％減少し、助産師が６．８％

滋賀医科大学看護学科卒業生の動向
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表２．卒業生の就業・進学状況 （n＝１３５）

年 度
（回答人数）

分 野
卒業直後人数

（％）
調査時点人数

（％）
卒後から同じ
職場にいる人

今までの進学
状況（人数）

１期生（２９） 看 護 師 １２（ ４１．４） ７（２４．１） ５

専 門 学 校（３）
短大専攻科（１）
大 学 院（４）

保 健 師 ９（ ３１．０） １１（３７．９） ８

助 産 師 １（ ３．４） ５（１７．２） １

養 護 教 諭 １（ ３．４） ２（ ６．９） １

そ の 他 ０ １（ ３．４） －

就業者数小計 ２３（ ７９．３） ２６（８９．６）

進 学 ６（ ２０．６） ２（ ６．９）

未就業・未進学 ０ １（ ３．４）

２期生（２１） 看 護 師 １５（ ７１．４） １３（６１．９） １１

専 門 学 校（１）

保 健 師 ６（ ２８．６） ６（２８．６） ５

助 産 師 ０ ０ －

養 護 教 諭 ０ ０ －

就業者数小計 ２１（１００．０） １９（９０．４）

進 学 ０ １（ ４．８）

未就業・未進学 ０ １（ ４．８）

３期生（２１） 看 護 師 ８（ ３８．１） ７（３３．３） ４

短大専攻科（２）

大 学 院（１）

保 健 師 １１（ ５２．４） １１（５２．４） １０

助 産 師 ０ ２（ ９．６） －

養 護 教 諭 ０ ０ －

就業者数小計 １９（ ９０．４） ２０（９５．２）

進 学 ２（ ９．６） ０

未就業・未進学 ０ １（ ４．８）

４期生（２２） 看 護 師 １３（ ５９．１） １３（５９．１） １３

専 門 学 校（１）

短大専攻科（１）

大 学 院（１）

そ の 他（１）

保 健 師 ５（ ２２．７） ５（２２．７） ４

助 産 師 ０ ２（ ９．１） －

養 護 教 諭 ０ ０ －

就業者数小計 １８（ ８１．８） ２０（９０．９）

進 学 ３（ １３．５） ２（ ９．１）

未就業・未進学 １（ ４．５） ０

５期生（４２） 看 護 師 ２９（ ６９．０） ２９（６９．０） －

専 門 学 校（３）

短大専攻科（２）

大 学 院（２）

そ の 他（１）

保 健 師 ３（ ７．１） ３（ ７．１） －

助 産 師 ０ ０ －

養 護 教 諭 １（ ２．４） １（ ２．４） －

就業者数小計 ３３（ ７８．５） ３３（７８．５）

進 学 ８（ １９．１） ８（１９．１）

未就業・未進学 １（ ２．４） １（ ２．４）

（％）は学年の回答人数に占める割合

滋賀医科大学看護学ジャーナル，１（１），６７‐７８
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増加していた。

調査時点で進学している者１３名の進学先は、助産

師課程６名（専門学校４名、短大専攻科２名）（調査

時点の進学者の４６．２％）、大学院５名（３８．５％）、そ

の他２名（１５．４％）で、およそ過半数が助産師課程

への進学であった。

２）現在の職場の所在地

現在の職場の所在地は、�滋賀３９名（調査時点での

就業者の３３．３％）、�滋賀を除く近畿４６名（３９．３％）、�

その他３２名（２７．４％）で、現在の居住地とほぼ一致した。

３）現在の勤務形態・勤務体制

現在の勤務形態は、�常勤１０９名（調査時点での就

業者の９３．２％）、�非常勤６名（５．１％）で、ほとん

どが常勤で勤務していた。また、勤務体制は、�３

交替勤務６９名（５９．５％）、�日勤のみ３８名（３２．８％）、

�２交替勤務６名（５．２％）であった。

４）現在の職場における就業年数

現職場における就業平均年数±標準偏差は、２０．１

±１７．３７ヵ月であった。卒業年度別にみると、１期生

３８．３±１７．５４ヵ月、２期生３３．９±１０．４２ヵ月、３期生

２０．９±８．９９ヵ月、４期生１２．７±３．７８ヵ月、５期生２．０

±０．００ヵ月であった。

５）現在、未就業である理由

調査時点で就業していない者の理由は、�学業に

専念するため９名、�育児４名、�結婚２名、�そ

の他４名であった。

３．５年間の推移

１）異動状況

５期生を除く卒業直後の全就業者８１名のうち卒業

直後の職場から異動していない者は６２名（７６．５％）

であった。卒業年度別では、１期生で卒業直後に就

業した者２３名のうち異動していない者は１５名

（６５．２％）で、以下同様にみてみると２期生では２１

名のうち１６名（７６．２％）、３期生では１９名のうち１４名

（７３．７％）、４期生では１８名のうち１７名（９４．４％）で

あった。職種別では、看護師で就業した者４８名のう

ち異動していない者は３３名（６８．８％）、保健師で就業

した者３１名のうち異動していない者は２７名（８７．１％）、

助産師・養護教諭は各１名で異動した者はいなかった。

５期生を除いた一度でも就業した経験のある者９１

名のうち、異動を経験（進学や結婚での離職を含ま

ない職場異動者のみ）したことがある者は１６名

表３．卒業年度別就業率 （n＝１３５）

回答者数
卒業直後の
就業者数
（％）

調査時の
就業者数
（％）

１期生 ２９ ２３（ ７６．７） ２６（８６．７）

２期生 ２１ ２１（１００．０） １９（９０．５）

３期生 ２１ １９（ ９０．５） ２０（９５．２）

４期生 ２２ １８（ ８１．８） ２０（９０．９）

５期生 ４２ ３３（ ７８．６） ３３（７８．６）

合 計 １３５ １１４（ ８３．８） １１８（８６．７）

図１．卒業直後の就業先

図２．就業場所の選択理由
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（１７．６％）であった。卒業年度別では、１期生では

就業した経験のある者２９名のうち異動したことがあ

る者は８名（２７．６％）で、以下同様にしてみると２

期生では２１名のうち３名（１４．３％）、３期生では２１名

のうち４名（１９．０％）、４期生では２０名のうち１名

（５．０％）であった。異動した回数（進学や結婚での

離職による未就業を含まない職場異動）は、２回が

２名（いずれも１期生）でそれ以外は１回であった。

１回目に異動したときの異動前の就業年数は平均

２１．７±１１．７７ヶ月であった。職種別では、異動したと

きの職種は看護師１０名、保健師５名、助産師１名で、

職種を変えた者は、看護師から助産師に変更した者

２名、看護師から保健師１名であった。異動の理由

は、看護師の場合、助産師希望（２名）、仕事内容や

人間関係など職場に関する不満（３名）、結婚など理

由はさまざまであったが、保健師の場合、ほとんど

の理由が結婚であった。

２）進学状況

調査時点において進学をした経験のある者は、不

明者を除く回答者１３５名のうち２５名（１８．５％）で、進

学先は表２の通りである。進学時期は、卒業直後が

１９名で８割を占め、臨床経験を経て進学した者は５

名であった。その時期と進学先は卒業後５年目に大

学院進学２名、４年目に助産師課程進学２名、２年

目に助産師課程進学１名であった。

就業に対する意識

１．現在の職場に対する意識

１）職場のストレス

調査時点で就業している１１８名の現在の職場に対

するストレスの感じ方は、少し感じている者が５３名

（４５．７％）と最も多く、大変感じている者と合わせ

ると８割と、ストレスを感じている者が多かった。

卒業年度別からみた経験年数および職種別による差

は認められなかった。

２）職場の満足度

調査時点で就業している１１８名の現在の職場の満

足度は、「人間関係」３．０９±０．８４，「仲間ができる」

３．０６±０．８６、「福利厚生」２．８０±０．８６の項目において

評定平均値が高かった。一方、低い項目は、「大学の

先輩がいる」２．０１±１．１９、「勤務時間」２．６１±０．９６、

「職場環境」２．６３±０．９２であった（表４）。

職場の満足度における経験年数による差は、「人間

関係」の項目では経験年数４年以上の者は２～３年

の者と比べ評定平均値が有意に高く。「勤務時間」の

項目が１年未満の者と比べ有意に高かった。職種別

では。保健師は「職場環境」「勤務時間」「福利厚生」

の項目が看護師と比べ評定平均値が有意に高かった。

看護師が有意に高かったのは「大学の先輩がいる」

のみであった。

２．仕事をもつことの意味

回答者１３６名を対象にした仕事をもつことの意味

は、「自分が成長する」３．７４±０．５１、「経済的に自立

する」３．６５±０．５８、「新しい知識を得る」３．５８±０．５９

の項目において評定平均値が高かった（表５）。経験

年数による差は認められなかったが、職種別では、

表４．職場の満足度 （n＝１１７）

内 容 平均値（SD） Ｆ値 経験年数による差 Ｆ値 職種による差

�業務内容 ２．７８（０．８２） n.s n.s

�職場環境 ２．６３（０．９２） n.s ４．２６５ 看護師＜保健師

�人間関係 ３．０９（０．８４） ３．６２５ ２～３年＜４年以上 n.s

�待遇（給与など） ２．６６（０．８６） n.s n.s

�勤務時間 ２．６１（０．９６） ５．２１６ １年未満＜４年以上 １７．１７ 看護師＜保健師

�福利厚生 ２．８０（０．８６） n.s １０．７８３ 看護師＜保健師

�研修 ２．７０（０．９０） n.s n.s

�仲間ができる ３．０６（０．８６） n.s n.s

�大学の先輩がいる ２．０１（１．１９） ３．８２ ４年以上＜１年未満 ３．２７３ 保健師＜看護師

ｐ＜０．０５
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保健師は看護師と比べ「家族が望んでいる」「経済的

に楽になる」の項目の評定平均値が有意に高く、看

護師は保健師よりも「新しい知識を得る」「看護の発

展に貢献する」の項目が有意に高かった。

その他の意味として、生活のハリ（３名）、規則的

な生活を送ることができる（２名）、生活の基盤（１

名）など生活に関連したものや、自己実現（３名）、

生きがい（１名）など自身のメンタル面に関連した

内容の自由記述があった。

３．今後の仕事の継続に対する意識

回答者１３６名を対象にした今後の仕事の継続に対

する意識は、就業者の意識では、できるだけ続けた

い者が７０名（就業者の５９．８％）で最も多く、絶対続

けたい者が１１名（９．４％）と合わせると約７割が仕事

の継続を希望し、できるだけ早くやめたい者は６名

で就業者の５．１％であった。その他の自由記述では、

１～２年あるいは契約任期の終了まで勤務できたら

よい（４名）、今の職場はやめても職種としては看護

師・保健師として続けたい（３名）、進学したい（２

名）、他にやりたいことが見つかればやめたい（１

名）などの意見であった。経験年数および職種別に

よる差は認められなかった。

一方、未就業者の今後の仕事に対する意識は、状

況が変化した時に看護関係のフルタイムで働きたい

者が１２名（未就業者の６６．７％）、看護関係のパートで

働きたい者は２名（１１．１％）、わからない１名（５．６％）、

その他３名（１６．７％）で、再度、就業する意思がな

い者はいなかった。その他の自由記述では、夫の勤

務地次第で働く、現在の状況が変化したときにパー

トで働く、再入学した大学の卒業後には医師として

働く（各１名）の意見があった。

大学院進学に対する意識

１．大学院進学に対する考え

大学院修了・在学中を除く回答のあった１０５名に

よると、大学院への進学は必要と思っているが今は

考えていない者が５３名（５０．５％）と最も多く、大学

院への進学を考えている者は１１名（１０．５％）、大学院

への進学は必要とは思わない者は４１名（３９．０％）で

あった。

卒業年度別による進学希望の差は認められなかっ

た。職種別では、看護師の方が保健師よりも大学院

進学の必要性はないと答えた者が有意に多かった。

大学院進学の必要性を考えている者、考えていな

い者それぞれに、その理由を自由記述で回答を求め

た結果、大学院進学が必要と思う理由は６３名から複

数回答が得られた。表６に示す通り、主に�専門性

を高めるため、�自分自身の将来のため、�社会と

看護との関係，に大別できた。必要がないと思う理

由は４２名から複数回答が得られ，主に�臨床現場で

の学びがある（８名）、�研究テーマが曖昧（８名）、

�大学院進学の必要性を感じない、興味がない（８

名）、�臨床が好き・楽しい（７名）、�今は臨床で

働くことで精一杯（５名）、�臨床と研究のズレ・距

表５．仕事をもつことの意味 （n＝１１６）

内 容 平均値（SD） Ｆ値 職種による差

�家族が望んでいる ３．０９（０．９２） ６．２４８ 看護師＜保健師

�職場の期待に答える ２．７１（０．８９） n.s

�経済的に楽になる ３．５４（０．６３） ４．３２５ 看護師＜保健師

�新しい知識を得る ３．５８（０．５９） ４．９４１ 保健師＜看護師

�自分が成長する ３．７４（０．５１） n.s

�自律感を得る ３．４９（０．６７） n.s

�社会的地位を得る ３．０５（０．８５） n.s

�経済的に自立する ３．６５（０．５８） n.s

�看護の発展に貢献する ２．４４（０．８０） ４．８３３ 保健師＜看護師

	仲間ができる ３．１８（０．７６） n.s

p＜０．０５
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離を感じる（２名）などであった。

２．大学院選択時に重視する点

大学院選択時に重視する点を自由記述で回答を求

めたところ、８０名から複数の回答が得られた。大学

院選択時に重視する点としては、教官（４７名）、学び

たいことが学べるか（２５名）、カリキュラムに関する

こと（１４名）がウエイトを占めていた（表７）。

大学院を選択するとき、本学修士課程を希望する

かを尋ねた。回答のあった６４名のうち、希望する者

２６名（回答者の４０．６％）、希望しない者３７名（５７．８％）

であった。希望する者の主たる理由としては、母校

であること（１１名）が最も多く、希望しない者の主

たる理由としては、通学距離の問題（６名）、開設か

ら間がないこと（３名）などであった。

考 察

今後、看護系大学の急激な増加に伴い、ますます

増加していくであろう大卒看護職の動向を検討する

ための基礎資料とするために、本調査で回答の得ら

れた１３６名（回収率４０．６％）の結果を、既存の公的統

計資料や他大学の卒業生の動向調査結果を参考にし

ながら、本学卒業生の就業・進学状況とその意識を

検討した。

検討に用いた資料は、１）入手可能な公的資料－平

成１３年度看護関係統計資料集（２００１：以後、看護資

料集とする）、平成１３年度看護白書（２００１：以後、看

護白書とする）、２）本学と同様に看護師・保健師を

養成している看護系大学卒業生の動向調査－高知女

子大学家政学部看護学科卒業生の動向調査（１９９３：

特別に記載しない限り卒後７年以内を対象にしたも

のを使用し、以後、Ｋ大学資料とする）、藤田保健衛

生大学卒業生の就業状況（１９９９：特別に記載しない

限り卒後５年未満を対象にしたものを使用し、以後、

Ｆ大学資料とする）、３）同時代に開学している看護

系短期大学卒業生の動向調査－東京都立医療技術短

期大学看護学科卒業生の実態調査（１９９６：以後、Ｔ

短大資料とする）、日本赤十字愛知短期大学の卒業生

の実態調査（２００１：以後、Ｎ短大資料とする）、で

ある。

１．就業・進学状況

卒業直後の進路として、就業・進学ともにしてい

ない者は卒業生全体の１．５％（２名）で、看護白書

表６．大学院進学が必要と思う理由

専門性を高める（５０名）

・領域の専門性を高める（１４名）

・視野を広げる（９名）

・研究方法を学ぶ（７名）

・よりよい活動のため（７名）

・看護を深める（５名）

・知識を深める（４名）

・スキルアップ（２名）

・臨床での経験をいかす（２名）

自分自身の将来に必要（９名）

・学歴・キャリアアップのため（３名）

・教育職を考えたときに必要（３名）

・専門看護師の資格が取りたい（３名）

社会と看護との関係（６名）

・看護の専門性が問われる時代（３名）

・看護職の地位向上への一手段（３名）

表７．大学院進学時に重視する点

教官（４７名）

・教授の専門性・研究内容

・教授自身に関すること

・教授陣との関係性

学びたいことが学べるか（２５名）

立地条件（１１名）

・働きながら通学可能

・自宅から通学可能

カリキュラム・講義内容（１４名）

・学びたい分野が充実している

・専門看護師に必要なカリキュラム

卒業後の進路（５名）

・研究が仕事に生かせるか

自分の専門性と一致するか（２名）

自分のテーマと一致するか（１名）

その他

・大学院開設後、数年経過していること

・設備環境が整っていること

・情報の得やすさ

・学費

（複数回答）

（複数回答）
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（３．６％）と比較すると低く、本学卒業生のほとんど

が就業・進学していた。特に進学率は１４．１％で、看

護資料集（８．８％）やＦ大学資料（進学・その他

５．４％）と比較すると高く、本学卒業生の進学志向が

わかった。調査時点までで全卒業生の１８．５％（２５名）

が進学を体験していた。そのなかでも５名が看護師

の臨床経験を経て大学院や助産師課程へ進学し、そ

れは５期生を除く看護師として就業した者４８名の１

割にあたり、比較する資料はないものの卒業生の向

学志向が伺える。

卒業直後の職種をみると、就業した者のうち看護

師として就業した者の割合は７割を占めているが、

看護資料集（７１．８％）、Ｋ大学資料（８２．２％）、Ｆ大

学資料（７５．７％）と比較するとやや低い傾向にあっ

た。一方、保健師として就業した者が２９．８％とこれ

らの資料（看護資料集１０．５％、Ｋ大学１６．１％、Ｆ大

学資料２０．７％）と比べると高い割合を占めており、

本学卒業生は保健師として働く者が多い傾向にあっ

た。これは、滋賀県における保健師活動が盛んであ

り、保健師の都道府県人口１０万対比が３３．７人と全国

平均（２８．３人）より高い（上位１９番目）ことが影響

しているのではないかと思われた。

就業先をみると、卒業直後では医療施設６４．０％で

最も多く次いで保健センター１９．０％と、Ｆ大学資料

（７５．９％、１７．４％）と近似していた。

調査時の就業率は、全体の８６．８％と高く、そのう

ち９３．２％が 常 勤 で あ っ た。こ れ はＫ大 学 資 料

（８７．７％）、Ｆ大学資料（９３．７％）などの就業率と比

較するとやや低い傾向がみられるが、進学者の多い

ことが影響していると思われた。卒業年度別の就業

率は、最も就業率が高いのが３期生（９５．２％）であ

り最も低いのは５期生（７８．６％）、１期生（８６．７％）

であった。これは、日本看護協会調査研究（１９９３）

による初めての職場での平均勤続年数２．７年にみら

れるように、臨床３年目を迎える３期生前後は離職

者が少なく比較的安定しており、１期生の場合は結

婚・育児、進学、５期生の場合は助産師課程などへ

の進学が就業率に影響していると考えられた。

調査時の職種は、就業者全体における看護師の就

業者が卒業直後６７．５％であるのに対し５８．５％に減少

していた。一方、助産師が７．６％に増加し、助産師の

就業者はＫ大学資料（２名１．４％）、Ｆ大学資料（４

名３．６％）と比べ多く見られていた。保健師の就業者

は３０．５％で、Ｋ大 学 資 料（２６．６％）、Ｆ大 学 資 料

（２８．６％）と比べると卒業時より多い傾向にあった。

これらのことから、他の看護系大学と比較すると、

保健師としての就業が卒業時より継続して多く、助

産師課程への進学希望や就業する者が多い特徴がみ

られた。

５期生を除く卒業生の異動状況をみると、卒業直

後から職場を異動していない者は６２名で卒業直後に

就業した者８１名のうち７６．５％を占めていた。卒業年

度別では、臨床２年目の４期生を除けば６～７割前

後の者は異動していなかった。職種別では、看護師

６８．８％（３３名）、保健師８７．１％（２７名）で保健師が看

護師よりも異動していないことがわかる。また、職

場の異動を体験した者は１７．６％で、卒業年度別でみ

ると１期生２７．６％、２期生１５．０％、３期生１９．０％、

４期生５．０％であった。菱沼らの調査（１９９４）による

と、異動が最も多かったのが卒業後３年以上４年未

満で全体の５４．０％が異動していたが、本学における

同時期の１期生（２７．６％）、２期生（１５．０％）と比較

すると、本学でも年数が経つほどに職場の異動者は

多くなる傾向にはあるが、本学卒業生の異動は少な

く比較的、卒業直後に就業していた職場に在籍して

いる期間が長いといえる。

本学卒業生の職種・職場の変遷をみると、５年間

という短い期間ではあるが、本学卒業生は卒業直後

より進学および保健師志向が高い。しかしながら他

大学と同様に最初は看護師としてスタートし、その

後、職場異動や助産師への転職、進学を経験し、自

分の目指す方向性を慎重に探っている途中にあると

いう印象をうけた。また、保健師、養護教諭は現在

の職場を大切にして成長していきたいと考えている

人の割合が高い（山崎，他，１９９３）といわれるように、

本学においても、保健師の異動は結婚や契約期間の

理由以外はなく、継続性も長いことからも同様のこ

とがいえるのでないかと思われる。
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過去の看護系大学卒業生の動向調査（吉田，他，

１９８４，１９８６；山崎，他，１９９３；大西，他，１９９９）では、就

業状況は卒業後４．５年以上から１５年未満で低くなる

という報告もあるため、今後も継続して調査する必

要があると考えられる。

就業に対する意識

現在の職場へのストレスについては、「大変感じて

いる」と「少し感じている」を合わせると８割近く

の卒業生がストレスをもちながらの就業であった。

これはＮ短大資料とも同様の結果である。夜勤がな

く仕事の継続がしやすいといわれる保健師と看護師

のストレスには有意差はみられなかった。今回は卒

業後５年以内を対象としていることから、今後、継

続してみていく必要があると思われる。

就業している者の現在の職場に対する総合的な満

足度は、評定平均値２．９１±０．７１で満足している傾向

にあった。中野らの調査（１９９２）では、尺度は異な

るものの短期大学卒業生の職場に対する満足群は

５８．７％という結果があり、本学卒業生の満足度が高

いともいえる。菱沼らの調査（１９９４）では、看護大

学卒業後６～１０年目の者の職場に対する満足群は約

６０％と低く、本学卒業生も今後、変化していくこと

が予測される。満足度の高い項目は、「人間関係」「仲

間ができる」でＮ短大資料と同様であった。本学卒

業生の場合、これらの人間関係での満足度が総合的

な職場満足に影響しているとも考えられる。さらに

経験年数でみると、経験年数４年以上の者は「人間

関係」の満足度が２～３年の者と、「勤務時間」の満

足度が１年未満の者と比べ評定平均値が有意に高か

った。中野らの調査（１９９２）によると経験年数を経る

につれて満足度が上昇していたという報告があるこ

とからも、経験年数と職場満足が関連するのかもし

れないと思われる。職種別では、看護師より保健師

の方が「職場環境」「勤務時間」「福利厚生」の満足

度が高く、職務内容や夜勤勤務による形態が職場の

満足度に影響する一要因ではないかと推測された。

仕事をもつことの意味については、「自分が成長す

る」「経済的に自立する」の項目で高得点を示し、こ

れは吉田らによる過去の調査（１９８４）と同様の結果

であり、現在においても変化がないことが伺える。

各項目の評定平均値を看護師と保健師で比較すると、

看護師では「新しい知識を得る」「看護の発展に貢献

する」が、保健師では「家族が望んでいる」「経済的

に楽になる」の得点が高かった。これらのことは、

病院や地域において様々なヘルスニーズをもつ人々

と関係性を築きながら仕事をすることが、職業人と

してその第一歩を踏み出した卒業生には、自己成長

の場として強く意味づいているものと考えられる。

しかしながら、卒業後５年目までの段階ではまだル

チーンワークをこなすことに精一杯で、看護の発展

や職場の期待に応えていこうとする認識がもてない

でいると推測される。また、看護師は医療技術の急

速な進歩に伴なって、日常業務に求められる新しい

知識は必要とされることが影響していると考えられ

る。

就業者の今後の仕事の継続に対する意識は、約７

割が今後も仕事継続の意思をもっており、未就業者

も状況が変化すれば看護関係の職につきたいとする

者がほとんどで、本学卒業生の仕事の継続に対する

ポジティブな姿勢が伺える。

他大学の調査結果では卒業後４～６年に離職など

の変動が多いことから、本学卒業生の職業に対する

意識は変化することが予測される。しかしながら、

現段階においては、職場へのストレスをもちながら

も現状を受けいれており、特に１・２期生はその傾

向が強いように思われた。

保健師の職にある者は職場環境や勤務時間などに

満足し、仕事をもつことは家族の希望を受入れ、経

済的手段として捉えており、看護師の職にある者は

新しい知識を得たり、看護に貢献することを仕事の

もつ意味として捉えるなど、職種によって職業に対

する意識は異なっていた。このような職種による異

なりはあるものの、本学卒業生は職業に対してはポ

ジティブに捉え、経済面での必要性を認識し生活の

基盤を確保しながらも、対人関係を重視し、そこか

ら自己成長していきたいとする卒業生の姿が伺えた。
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大学院進学に対する意識

本学卒業生の大学院進学者は在学中・修了者も含

め８名（全体の５．９％）であった。本学では、１９９８

（平成１０）年に医学系研究科看護学専攻修士課程が

設置されており、大学院は卒業生にとっては比較的

身近なものである。

大学院修了・在学中を除く回答者１０５名によると、

大学院の進学は必要とは思っているが今は考えてい

ない者が半数を占め、大学院への進学を考えている

者（１０．５％）と合わせると、約６割の卒業生が大学

院進学の必要性の意識をもっていた。大学院への進

学を必要とは思わない４割の卒業生のなかにも、今

は臨床で働くことで精一杯と答えた者や研究テーマ

が曖昧だからと答えた者がみられた。これらのこと

から、今後、臨床での体験を積み、自分の研究テー

マが明確になれば大学院進学を希望する者は増加す

ることが予測される。進学志向、自己成長を求めて

いる本学卒業生のためにも、さらなる大学院の環境

整備が望まれる。

卒業年度別による大学院進学希望の有意差は認め

られなかった。これは、大学院進学希望が臨床経験

を積むなかで生まれる場合もあるが、３期生以降は

本学大学院の設置に伴い、入学時より大学院生が学

内に存在しており、１・２期生よりさらに身近な存

在として進路選択肢の一つとして考えることができ

たことも影響しているように思われる。また、看護

師の職にある者は、大学院への進学を必要と思わな

い傾向にあり、その理由が臨床場面での学びの豊富

さと楽しさを述べていた。今後、臨床経験をつむな

かで卒業生の意識がどのように変化していくのかを

追跡していく必要があると思われる。

大学院進学が必要と思う理由は、主に�専門性を

高めるため、�自分自身の将来のため、�社会と看

護との関係、に大別できた。卒業生が在学中からも

看護の専門性を意識し、卒業後の臨床看護の場面に

おいて自分自身の未熟さを感じ、さらなる自己成長

のために進学を希望していると思われる。また、自

身の将来を見据えた判断をしている姿が伺えた。大

学院選択時に重視する点としては、指導教官の専門

性や研究内容、カリキュラム、講義内容など、「学生

が学びたいことが学べるか」にウエイトがおかれて

いた。これらの結果は、澤井、野島、田中、降田、

日浦、豊田、らの看護学・保健学系大学院に対する

看護職者の需要に関する研究（２００２）でも、進学理

由はキャリアアップや知識などの再構築などがあり、

大学院進学の視点では教官やカリキュラムなどがあ

ると報告されており、同様の結果であった。

今後、学生が大学院選択を適確に行えるようにす

るためにも、「本学へ進学すればどのようなことがど

のように学べるか」を学生にわかりやすく示してい

く必要があると思われる。

結 論

増加している看護系大学の卒業生を送り出す大学

側の教育活動を再考していくための基礎資料とする

ために、滋賀医科大学医学部看護学科卒業生を対象

に、就業・進学状況とその意識を中心とした動向調

査を実施した。その結果、１３６名から回答が得られ、

以下のことが明らかになった。

１．就業・進学状況

就業率は８６．８％で、その内訳は看護師５８．５％、保

健師３０．５％、助産師７．６％であり、保健師および助産

師の就業率が他大学と比較して高かった。卒業直後

の進学率においても１４．１％と他大学より高く、その

６割が助産師課程への進学であった。

２．就業に対する意識

「仲間ができる」の項目において満足度が高かった。

そのなかで４年以上の臨床経験をもつ卒業生は「人

間関係」「勤務時間」の項目で満足度が高く、保健師

は「職場環境」「勤務時間」「福利厚生」の項目にお

いて満足度が高い傾向がみられた。

また，仕事をもつことの意味は「自分が成長する」

「経済的に自立する」として捉えており、就業者の

７割が仕事の継続の意思をもっており、未就業者の

大部分も看護関係への復職を望んでいた。

３．大学院進学に対する意識

大学院在学中・修了者は約６％であり、６割の卒

滋賀医科大学看護学科卒業生の動向

― ７７ ―



業生が大学院進学の必要性を感じていた。その理由

は「専門性を高める」「自分自身の将来のため」であ

り、大学院選択の視点は「指導教官」「カリキュラム」

「講義内容」であった。
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